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仕訳伝票入力（資金収支表示）の入力について 
発展会計では、F1-1「仕訳伝票入力（資金収支表示）」メニューにて資金収支項目を確認しながら、 

入力ができます。 

このマニュアルではどのような仕訳が収支計算書に反映されるのか説明します。 

1. 資金収支計算書反映される仕訳の条件 2 

  1-1 仕訳の条件と設定するマスタ 

 

収支計算書マスタ登録 

  

2 
2 内部取引仕訳の作成方法 3 

  2-1 資金諸口の登録（推奨）  

 2-2 仕訳の条件 4 

 2-3 給与仕訳の具体例  
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資金収支計算書反映される仕訳の条件 

 1-1 仕訳の条件と設定するマスタ 

資金科目／収入科目 

支出科目／資金科目 かつ、収支チェックが入っている仕訳を反映します。 

【F1-1 仕訳伝票入力（資金収支表示）】 

 

【F7-1収支計算書マスタ登録（収入・支出）】   

 

【F7-1収支計算書マスタ登録（資金項目）】 

 

【F1-3資金収支試算表】 

 

目次へ 

  

資金科目（A） 

 

収入科目（B） 

 

収支 

チェック 

収支計算書マスタにて 

登録された名称が反映される 

 

チェック 

（A）が資金科目として 

設定されている 

 

チェック 

資金収支試算表等に 

反映される 

（B）を収支計算書にて 

表示させたい 

名称に科目を紐付ける 

 

チェック 
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内部取引仕訳の作成方法 

2-1 資金諸口の登録（推奨） 

【F7-2 科目マスタ登録】 

 

【F7-1収支計算書マスタ登録】 

 

  

内部取引仕訳も収支計算書に反

映させるには、資金諸口科目を

部門管理なしで登録することを

お勧めします。 

 

他の資金科目同様 

収支計算書マスタ登録の資金科目と

して登録します。 

（諸口は外すことをお勧めします） 
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 2-2 仕訳の条件 

【F7-1仕訳伝票入力（資金収支表示）】 

 

 

目次へ 

 

 2-3 給与仕訳の具体例 

【F7-1仕訳伝票入力（資金収支表示）】 

 

  

資金科目 

資金科目 収入科目 

 

支出科目 

収支チェックと 

内部取引区分の設定 

このような給与仕訳があった場合 

次ページ図のように資金諸口をかませる 
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目次へ 

 

収支科目（青文字）に対して 

相手がすべて資金科目（資金諸口）なので 

収支計算書に反映できる 


